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3月 4日 は 1日 遅れのひ
なまつりを行いました。手
作りのおひなさまを国み昼

食会で楽しいひとときを過
ごしました。
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本‐一Ｗ
一一一月
ｍ̈Ｗ
網胴
だ一刀
網頚
（能
覚
十
一印
二
の
，九
ンイ
コ調
捌
津
Ｈ

町
日
外

す
ら
千
五
百

ノ
‐
′が
力
作
を
常
一コ員

高
森
町
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
本
町
主
催
の
大
阿
蘇
絵
画
展
の
第

一
回

か
ら
七
回
ま
で
の
優
秀
作
品
と
審
査
員
等
高
森
町
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の
作
品
五

十
三
点
が

二
月
二
十
四
日
か
ら
二
月

一
日
ま
で
県
立
美
術
館
分
館
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
町
村
が
主
催
す
る
絵
画
展
と
し
て
は
唯

一
の
も
の
で
毎
年
三
百
点
ほ
ど
の

作
品
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
大
勢
の
絵
画

フ
ア
ン
は
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
感
嘆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
で
の

「た
か
も
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
の
回
顧
展
で
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
懐
か
し
み
、
じ
っ
く
り
と
写
真
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

三
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三

日
間
、
く
ま
も
と
花
ま
つ
り
が
熊

本
市
サ
ン
ロ
ー
ド
新
市
街
で
開
催

さ
れ
、
本
町
か
ら
も
観
光
協
会

・

体
暇
村
南
阿
蘇

゛
た
か
も
り
花
高

原
が
出
展
し
て
、
高
森
の
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（熊
本
県
花
ま
つ
り
推
進
委
員
会

主
催
。
〈フ
年
で
二
回
目
の
開
催
）
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毎
週
水

曜
日

１０

半
時
か
ら
お
昼
ま
で

高
森
町
中
央
公
民
館

（昭
和
）

※
時
間
・
場
所
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

お
た
ず
ね
は
保
健
衛
生
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

車部南部小学校 (中嶋義徹校長)では毎年、卒業の記念に
版画カレンダーを作成しています。今年も6年生を中心に4
年生から6年生までの24名 (みどりの少年団)が 1月 から
3ケ月間をかけて作成しました。今年のテーマは『草部』です。
9名の6年生は6年間の楽しかつたこと、つらかつたことな
どを思い出しながら一生懸命作りました。
出来上がつたカレンダーは校区の一人暮らし老人世帯に早
速配布し、お年寄りたちにたいへん喜ばれました。ほかにも
役場や郵便局等に配布され、皆さんの目を楽しませてくれる
ことでしよう。 キッズ

瑕饒膵
子育ての悩み、話し合いしましよう

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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５

町
民
憲
章
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めて

1998.2月 受付分 敬称略

人口の動き

(2月 末日現在)
世帯数  2,592 (-3)
男   3,862 (-2)
女   4,164 (-4)
総  数  8,026 (-6)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 本田美智子 山中妙子 村山
サエ子 花田多津子 野尻誠一 楢木野邦
後藤権吉

〈一般寄付〉 岩下養正 中川陸雄

■広報送料寄付

甲斐 倣  (茨城県水戸市)
田上 一生  (北九州市八幡西区)
津留 久美子 (大阪市住吉区)

2.20

女

(

瘍

善意 の灯

お<やみ

寛
保

一
美

父
母

すえなが<
お幸せに
池 田 淳 志
(築 嶋)美 智

市

上 町

鹿

・森

山

高

しあげます
御 遺 族 続柄

山中 妙子 夫
村山サエ子 夫
花田多津子 母
野尻 誠一 母
楢木野マサ子 母

後藤 権吉 母

死 亡 者 年齢

山中 正  85
村山 稲生  67
荒牧 ツギ  92
野尻リスヱ  90
楢本野シカゾュ 94
後藤 チエ  72

ありがとうございました
(1敬称略)

赤 ち ゃん
たんじょう

後藤 悠里ちゃん
(横町) 2.11生

う

所

町

山

在

地

山

原

主
）
住

上

村

上

河

村

河

高
森
工
業
団
地
完
売

昭
和
五
十
九
年
か
ら
始
ま

っ
た
高
森
工
業
団
地
計
画
は
、

同
年
に
用
地
取
得
、
昭
和
六
十

一
年

一
月
に
農
村
工
業
導

入
事
業
計
画
の
決
定
を
受
け
昭
和
六
十
三
年
十

一
月
よ
り

分
譲
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
十
月
に
は
伊
澤
製
作
所
が
最
終
区
画
を
購
入
・

増
設
し
平
成
十
年
二
月
に
竣
工
し
て
工
業
団
地
は
用
地
取

得
か
ら
十
四
年
目
に
し
て
全
区
画
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
議
会
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
等
の
尽
力
に
よ

り
四
社
の
有
望
な
工
場
が
進
出
し
た
も
の
で
、
ど
の
工
場

も
地
元
雇
用
を
最
優
先
に
約
百
名
の
従
業
員
の
七
割
が
本

町
関
係
者
で
す
。
全
工
場
と
も
に
町
の
活
性
化
の
た
め
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
、
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
の
各
工
場
の
発
展
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
学
校
な
ど
で
工
場
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

町
役
場
企
画
課
開
発
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★男女不問

フロント係……・・………・…… … 2名・19歳～40歳 132,000～ 132,000円

通販スタッフ………・・……・・……・・ 18名・18歳～45歳 135,000～ 320.000円

レス トランホールスタッフ及び厨房係・19名・18歳 ～45歳 750～ 900円 /時間
乳製品製造スタッフ・・……・・・・…… 8名・18歳～45歳 750～ 850円 //時間

店内販売及び商品開発…・・……・―・2名・18歳～50歳 120,000～ 170,000円

仕出し料理、配達・・…・…・・…… … 5名・30歳～55歳 700～ 1,000円 /時間
コース管理 (臨時)・・…・・…………・・  18歳 ～60歳 132,000～ 216,000円
★男 子
菓子製造―・・…・・…・・・・…………… 4名・18歳～45歳 140,000～ 300,000円

現場監督… … ……・・・・・・・……・・2名・20歳～55歳 220,000～ 240,000円

観光バスドライバー…・…・・…・・・・・ 1名・30歳～60歳 180,000～ 250,000円

大型貨物運転手…・…・・・・・……・・… 1名・20歳～40歳 180,000～ 350,000円

内職廻|り …………・…・・・・・・・…・…・ 1名・18歳～35歳 131,100～ 188,500円

イベント企画………・・・・………・。・・3名・18歳～30歳 150,000～ 215,000門

★女 子
美容師及び見習・・…・・…・・・……・… 1名・18歳～45歳 120,000～ 170,000円

寮母補助・・…・・…・…………・……・2名・18歳～60歳 650円 /時間
ゴルフ場フロント及び喫茶業務… …1名・18歳～40歳 138,000～ 150,000円

売店販売員……・・…・・…・・・・…・・ 18名・18歳～40歳 750～ 850円 /時間

看護助手・… … …・・…・・・・・・…・・3名・17歳～55蔵 110,000～ 170,000円

正看護婦… … …・・・・・・・・・・・… ・・5名・21歳～55方「え178,400～ 180,000円

菓子製造販売…・・・・…・……・・…・2名・18歳～55歳 135,000～ 150,000円

※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。

お問い合わせは早めに阿蘇公共職業安定所(0967-22-0040)紹 介係まで

*都合により変更になる場合があります。
テレホンサービスでお確かめください。
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登
記

・
人
権
相
談

土
地

・建
物
や
商
業

・法
人
の
登
記

で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
登

記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
四
月
十
五
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（林
業
相
談
室
）

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保
険

に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
四
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

「
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
ｃ
」

「よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
こ

ん
な
言
葉
が
飛
び
交
う
時
期
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
周
辺
で
も
歓
送
迎

会
な
ど
で
大
忙
し
で
は
な

い
で

し
よ
う
カ

本
町
役
場
内
も
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
（八
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
私
も
異
動

と
ほ
ん
の
少
し
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ち
ょ
っ
と
広
報
担
当

一
年
で
は

無
理
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

四
年
に
渡
り
広
報
担
当
係
に
在

籍
の
岩
下
公
治
係
長
が
国
体
推
進

係
長
と
な
り
、
今
後
は
来
年
十
月

に
開
催
の

「く
ま
も
と
未
来
国
体
」

成
功
の
た
め
張
り
切
ら
れ
て
ま
す
。

本
誌
に

「国
体
推
進
室
だ
よ
り
」
を

毎
月
掲
載
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

町
広
報
誌
改
革
に
力
を
発
揮
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

新
し
い
広
報
統
計
係
長
は
阿
南

一
也
さ
ん
と
申
し
ま
す
。
町
の
企

画
面
等
で
い
ろ
い
ろ
力
を
発
揮
さ

れ
て
い
た
方
で
す
。
考
え
た
ら
ま

ず
実
行
の
タ
イ
プ
で
す
。
ズ
ボ
ン

を
上
げ
上
げ

（本
人
を

一
度
見
れ

ば
わ
か
り
ま
す
。）
頑
張
る
人
で
す
。

岩
下
公
治
係
長
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
田
　
浩

４
月
‐２
日

４
月
１９
日

４
月
２６
日

４
月
２９
日

５
月
３
日

５
月
４
日

ニ
ツ
ク

５
月
５
日

５
月
１０
日

５
月
‐７
日
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(19)今度の温泉館休館日 4月 15日 (水)5月 20日 (水 )
毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は
開館して、次の日が休館日となります。

休

日

在

宅

医

は)早川製作所 熊本工場
高森町大字高森2141… 6

◆事業所プロフイール◆
■操業年月 :平成5年 9月

■従業員数 :18人 (町内 12人 )

■本社住所 :群馬県勢多郡新里村山上 2284
■敷地面積 :9,723雨 (工場 1,650雨 )

■主な取引先 :本田技研工業い

■業務内容 :二輪車用足回り重要保安部品の

製造販売

根子岳の見える環境良き当地に

操業開始して4年を経過し町の企

業として頑張つています。従業員

も平均年齢 29歳 と若い工場で
製造課長 柿沼宏―郎さんす。今後も若い人たちが勤めたい

と思うような魅力ある工場を目指し、また町の活

性化の為に、各種行事等に全員で参加協力してい

くつもりです。

帥1青山製作所 熊本工場
高森町大字高森2141-5

◆事業所プロフィール◆
■操業年月 :平成4年 9月

■従業員数 :41人 (町内 25人 )
■本社住所 :愛知県丹羽郡大口町大字大屋敷 1-8
■敷地面積 :21,260雨 (工場 4,152雨 )
■主な取引先 :ト ヨタ自動車帥

■業務内容 :ボル ト、ナット、小ねじの製造

自動車用フアスナー製品の製造販売

お陰様で、設立5年を迎えるこ

とができました。これも偏に、町民

皆様方のご支援のたまものと感謝

しています。景気の悪化、世界大競

争時代の状況下、未来永劫に勝ち

残るべく、従業員一同、血のにじむ努力で頑張つて

いく所存です。今後とも、ご支援、ご鞭撻のほど、

よろしくお願いします。
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工場長  間瀬隆司さん

(2)
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お知らせのベージ

求人案内 (南阿蘇地区)平成 10年 3月 12日現在
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ゴど

い
早
川
製
作
所

(掬青山製作所

帥伊澤製作所

の
テ
ク
ノ
・カ
ワ
バ
タ

入

札

結

果

（五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
体
暇
村
～
山
村
広
場
連

絡
道
整
備
工
事
　
□
工
期
　
一
一月
九

日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
　
□
金
額

三
千
六
百
八
十
四
万
九
千
七
百
五
十

円
　
□
請
負
者
　
ｍ
草
村
企
業

■
工
事
名
　
大
戸
の
口

・
本
河
原
線

道
路
舗
装
工
事
　
□
工
期
　
二
月
十

九
日
か
ら
二
月
二
十
五
日
ま
で
　
□

金
額
　
千
九
百
七
十
四
万
円
　
□
請

負
者
　
帥
草
村
道
路
建
設
工
業

保
食
〈叩
（稲
荷
様
）

馬
渡
部
落
保
存

広野の詩人 (郷土の偉人 )

甲斐有雄展 開催

海
外
で
の
生
活
体
験
を
通
し

て
、
民
族
や
言
葉

・
習
慣
の
違
い

を
越
え
て

「人
間
と
し
て
共
感
す

る
」

こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
文
部
省
所
管
の
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
小

。
中

・
高
校

生
の
た
め
の
国
際
交
流

『夏
休
み

海
外
派
遣
事
業
』
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
は
ア
メ
リ
カ

・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

・
カ
ナ
ダ

・
イ
ギ
リ

ス
の
６
カ
国
Ｈ
事
業
。
そ
の
う
ち

６
事
業
は
特
別
補
助
事
業
と
し

て
、
文
部
省
等
か
ら
事
業
補
助
を

受
け
て
実
施
。
対
象
は
、
小
学
５

年
生
か
ら
高
校
３
年
生
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
特
別

補
助
事
業
５
月
‐９
日
、
そ
の
他
の

事
業
６
月
９
日
。
詳
細
に
つ
い
て

は
資
料
を
参
照
下
さ
い
。

資
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
１
６
０
１
０
０
０
４
　
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
の
１１
　
大
村
ビ
ル

３
階
　
（財
）
国
際
青
少
年
研
修

協
会
　
（Ⅲ

０
３
・３
３
５
９
，８

４
２
１
、
Ⅲ

０
３

・
３
３
５
４

・

２
２
０
７
）

平成 10年 4月 1日 ～

5月 30日 まで

奥阿蘇物産館 二階
特設会場 (入場無料 )●  ●

●  ●

期 日

場所

甲斐有雄

文政 12年 (1829年 )尾下多々野生まれ。当時は広

大な草原が広が り、道を見失って行き倒れる旅人も

いるほどだつたという。このため農業の傍ら 33歳

から、一帯のあらゆる岐路に行 き先と和歌を刻んだ

道標を立てていった。その数 1,900基 という莫大
な数である。明治 42年 81歳で死去。昭和 33年、
県近代文化功労者 として表彰 される。

この度の甲斐有雄展は冨高則夫さん (高千穂町)のご
協力により開催されます。(本誌平成9年 7月号記載)
是非、郷土の偉人の功績をご覧下さい。

平成 10年度のスポーツ安全保険が 3月 より加入

受付開始 l

子ども会や運動クラブなど5人以上の団体であれ

ば加入できます。加入して万一のけがや賠償責任に

備えましょう。問い合わせは、スポーツ安全協会熊

本県支部まで (TEL 096-385… 6333)
◆加入区分・掛金・補償額

加入区分
掛  金
1人年額

傷害保険 (保険金額 )
賠償責任

保 険

共 済
見舞金死  亡 後遺障害 入  院 通 院

子ども

成人の

文化活動
ボランテイア活動

地域活動

450円 2,000万円

最高

3,000万 円

1日

につき

4,000円

1日
につき

1,500円

補償限度顕

身体賠償
1人

1億円
1事故
5億円
免責1,000円

(自己負担)

財物賠償
500万円
免責1,000円

(自己負担)

突然死

および

日射病・

熱射病
による

死亡

140万円

老人クラブ 800円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

C
成人の

スポーッ

(Dを除く)
1,400円 2,000万円 3,000万 円 4,000円 1,500円

山岳登はん

等危険度の

高いスポーツ

9,000円 500万 円 750万円 1,800円 1,000円

平成10年4月 1日から、登記簿の謄本・抄本、登記事項証明書等の交付に要する手数
料の額が、800円 から1,000円に、登記簿の間覧等の手数料の額が400円から500
円に改定されます。

一登記手数料一覧表―

申     請 内     容 手 数 料 額

①登記簿の謄本・抄本、登記事項証明書
1通の枚数が10枚 を超えるものについて、その超える枚数
5枚までごとに加算する額 (従来どおり)

1通  1,000円
200円

②商号・未成年者・後見人・支配人登記簿の謄本・抄本 1通   500円

③登記簿又はその附属書類の関覧 1登調紙停件)500円

④登記事項要約書
1登記記録に関する記載部分の枚数が5枚を超えるものついて
その超える枚数 5枚までごとに加算する額 (従来どおり)

1登記記録 500円
100円

⑤地図又は建物所在図の全部又は一部の写し 1筆 (個)500円

⑥地図又は建物所在図の間覧 1枚   500円

⑦地図に準ずる図面(公図)の閲覧 1枚   500円

③登記事項に変更がないこと、ある事項の登記がないことの証明 1枚   500円

⑨印鑑の証明書 1枚   500円

⑩鉱害賠償登録簿の謄本・抄本
1通の枚数が10枚を超えるものについて、その超える枚数
5枚までごとに加算する額(従来どおり)

1通  1,000円
200円

①鉱害賠償登録簿又はその附属書類の開覧 1登鵬紙停件)500円

法 務 省

お知らせ

県
の
お
知
ら
せ

平
成
十
年
度
労
働
保
険
料
の
申

告
と
納
付
は
四
月

一
日
か
ら
五
月

二
十
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
労
働
者
を

一
人
で

も
雇
用
し
て
い
る
事
業
場
は
法
律

上
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

場
合
も
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

県

上
雇
用
保
険
課

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

内
線
５
２
６
３
番

■口嘔

小

・
中

・
高
校
生
の
た
め
の

国
際
交
流

『夏
休
み
海
外
派

遣
事
業
』

参
加
者
募
集(株)伊澤製作所 熊本工場

高森町大字高森2141… 3

◆事業所プロフイール◆
■操業年月 :平成 8年 7月

■従業員数 :14人 (町内 12人 )
■本社住所 :東京都世田谷区北鳥山 7-9-5

■敷地面積 :7,187雨 (工場 910耐 )
■主な取引先 :東京エレクトロン(株 )

■業務内容 :合成樹脂の加工、部品製造

平素より高森町の皆様方には大

変お世話になつております。弊社

は半導体関連のプラスチック製品

を製造しており、平成8年 6月 に

当地に新工場を設立、また、本年 2
月に工場増設と順調に業務を拡大することができま

した。今後とも地元の皆様方のご支援のもと、高森

町と共に発展していきたいと考えております。

専務 伊澤吉彦さん

侶|テクノ ロカワバタ
高森町大字高森2141-4

◆事業所プロフイール◆
■操業年月 :平成4年 10月

■従業員数 :23人 (町内 12人 )
■本社住所 :三重県鈴鹿市安塚町 128

■敷地面積 :3,550耐 (工場 720雨 )
■主な取引先 :本田技研工業い、合志技研は)

■業務内容 :量産板金及びプレス、試作

燿
雖罐旱

当社は、カワバタグループとして

平成 3年 7月 に設立し平成4年 10月

に創業以来、金型・自動車及び精密板

金部品の試作を主とした営業を開始

しました。平成 9年 10月 に独立し、

小規模ながらも熊本初の試作、金型、
社長 )也村公晴さん

量産とフルライン生産を可能にし、お客様のニーズにお

応えすることができました。今後も地域と共に進む企業

として努力を重ねていきたいと思います。

(3) 役場の支払日  4/15(水 )4/27(月 )5/6(水 )  時間 10時力ら15時まで (18)
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お知らせのベージ
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スポTツ安全保険に加入しましよう
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た
か
も
り
の
球
満
喫
　
た
か
も
リ
フ
ァ
ン
益
々
増
加
′

た
く
さ
ん
の
出
展
で
　
地
元
の
盛
り
上
が
り
も
日〓
局
′

スタッフは汗だくで悪戦苦闘

みんなで考えよう

農業の大切さ

お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
年
、
好
評
の

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
昧
ま
つ
り
」
は
今
年
で
十
回
目
。
三
月
十
五
日
、

前
日
夜
の
吹
雪
が
嘘
の
よ
う
な
日
和
に
レ
ー
ル
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
た
く
さ
ん
の
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
開
会
の
十
二
時
に
は
会
場
の
高
森
駅
野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
長
蛇
の
列
。
こ
の

催
し
は
地
酒
の
新
酒
時
期
に
合
わ
せ
、色
々
な
高
森
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
町
観
光

協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
８

今
年
も
地
元
か
ら
た
く
さ
ん
の
出
展
協
力
が
あ
り
、
場
内

は
閉
会
ま
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

特
に
福
岡
や
熊
本
市
方
面
か
ら
の
お
客
様
が
多
く
あ
り

「毎
年
来
て
い
ま
す
。」
と
の
常

連
客
も
多
数
い
ま
し
た
。
中
に
は
東
京
か
ら

「雑
誌
で
知
り
ま
し
た
。」
と
の
お
客
も
あ
り
、

十
回
目
に
し
て
こ
の
ま
つ
り
も
県
内
外
と
わ
ず
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
感
想
は
、
「色
々
な
郷
土
料
理
を
安
い
料
金
で
お
い
し
く
い
た
だ
け
、
い
つ
ぱ

～
い
新
酒
も
飲
め
大
変
満
足
で
し
た
。」
や

「な
ん
さ
ま
、
高
森
の
フ
ア
ン
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
絶
対
来
ま
す
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

●

お
母
さ
ん
か
ら

わ
か
っ
て
く
だ
さ
い

農
業
の
す
ば
ら
し
さ

農
業

・農
村
は
、
食
料
の
安
定
的
供

給
と
生
活
の
場
と
い
う
役
割
だ
け
で

な
く
、
経
済
の
基
幹
産
業
と
し
て
社

会
の
発
展
を
支
え
な
が
ら
、
自
然
環

境
の
維
持
、
さ
ら
に
は
伝
統
文
化
の

言
い
な
す
な
　
お
互
い
初
婚
ば
し
の
ご
つ

出
来
心
　
傘
借
る
だ
け
で
寄

っ
た
筈

逢
え
ば
ま
た
　
苦
し
ゅ
う
燃
ゆ
る
老
い
恋

電
話
回
　
三
浪
の
子
の
嬉
し
泣
き

逢
え
ば
ま
た
　
里
心
つ
く
子
が
不
憫

銀
世
界
　
さ
あ
二
時
限
な
雪
グ
ル
マ

銀
世
界
　
地
球
揺
る
が
す
フ
ァ
ン
フ
ア
ー
レ

銀
世
界
　
凍
死
さ
せ
と
る
メ
ジ
ロ
籠

銀
世
界
　
雪
舟
に
根
子
書
か
せ
度
ア

ひ
と

言
い
な
す
な
　
手
柄
話
は
他
人
が
せ
に
ゃ

荒
れ
放
題
　
な
ん
さ
ま
酷
か
土
石
流

俳

　

　

旬

梅
の
香
を
ま
と
い
て
巡
る
寺
苑
墓
地

鐘
楼
に
の
ぼ
り
行
く
人
早
桜

梅
の
香
や
し
ば
し
た
た
ず
む
寺
院
か
な

梅
林
に
抱
か
れ
て
故
師
の
句
碑
三
基

梅
の
寺
句
碑
の
寺
と
て
慕
い
来
て

山
坊
の
静
寂
の

一
卜
日
春
惜
し
む

梅
冷
え
や
無
音
を
詫
び
津
句
碑
に
作
つ

梅
の
寺
訪
え
ば
面
影
街
彿
と

星
霜
を
語
り
つ
ぐ
も
の
梅
の
句
碑

わ
び
す
け

詫
助
を
床
の
花
と
し
客
を
待
つ

如
月
の
寺
に
山
水
枯
れ
し
ま

ゝ

維

持

継

承

と

い

っ
た
多
面
的

な
役
割
を
持

っ

て
い
ま
す
。

こ
う

し
た
役

割
を
子
ど
も

の

時

か
ら
理
解

さ

せ
農
業

に
対
す

る
興
味

や
関
心

を
高
め

る

こ
と

が

大

切

で
す

。

こ
の
た
め

に
は

家
庭
、
学
校
及

び
地
域

が

一
体

と

な

っ

て

イ

で
ヽ
．

肥

後

狂

旬

如
　
月
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

優  作 ちゃん (1歳 10ケ月)

父 山内智之 さん 母 美佐子 さん

(大字高森・旭通 )

日
頃
は
勤
め
で
預
か
っ
て
い
た

だ
い
て
ま
す
の
で
、
私
が
家
に
い

る
と
き
は
か
な
り
甘
え
ん
坊

で

す
。
も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な

る
の
で
甘
え
も
な
く
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
預
か
っ
て
い
た
だ
い
て

る
と
き
は
、
あ
ま
り
甘
え
ん
坊
で

は
な
い
よ
う
で
す
が

・
・
・
。

子
育
て
の
目
標
は

人
を
思

い
や
れ
る
よ
う
な
や
さ

し
い
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
昨
今

の
日
本
を
見
て

い
る
と
そ
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

ま
す
。

「お
か
あ
さ
ん
と
い

っ
し
よ
」

登
場
者
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
と
う
さ
ん
、
お
じ
い
ち
や
ん
、

お
ば
あ
ち
や
ん
と
い
っ
し
よ
も
ど
う

ぞ
。
（子
ど
も
さ
ん
の
年
齢
不
問
）

●  ●
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田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

篠
田
　
凡
才

（高
森
菜

の
花
句
会
）

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

赤牛の種雄牛を三頭も生産

した矢津田郭富さん (大字中)

高冷地の悪条件を逆手に観光果樹園
に力を注ぐ児玉幸之助さん(大字中)

身近な市場開拓を進める宇藤康博さん

(大字色見)のスターチスのハウス
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一夜
な
べ
談
義
」
講
師
の
山
村
紘
司
氏
（山
村
酒
造
社
長
）

饉

第 9分団 (色見)
第 8分団 1部 (上色見)

連覇 (小型ボンプの部)
4連覇 (自動車ボンプの部)

●

2月 14日 と28日「新酒と食の夜なべ談義」が行われ、参加者は「大満足です。」の声

郡大会出場者

一 ◎ 佐 林 ◎ ●

子どもたちおお喜びのおサルショー

農業教育推進授業成果報告会で発する東先生(車部中学教諭)

(5)

「うまい |」 赤牛の丸焼き 恒例の紫峰会 (昭和 14年度生 高中卒)餅つき

郡
操
法
大
会
の
出
場
予
選
を
兼

ね
た
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
、
三
月
二
十
二
日
、
高
森
小
学
校

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
操

法
技
術
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
二
年
に

一
度
開

催
さ
れ
て
お
り
、
優
勝
し
た
第
九

分
団

（小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
と
、
第

八
分
団

一
部

（自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
）
は
、
七
月
十
七
日
に
阿
蘇
町
で

開
催
さ
れ
る
郡
操
法
大
会
に
町
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
選
手
の

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

す
。大

〈
〓
　

結

　

果

■
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

□
優
　
勝

第
八
分
団

一
部

（上

色
見
）
□
第
二
位

第
十
分
団

一

部

（大
字
津
留
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

□
優
　
勝
　
第
九
分
団

（色
見
）

□
第
二
位
　
第
五
分
団

（旭
通

・

昭
和

・
下
町
）
□
第
三
位
　
第
四

分
団

一
部

（村
山
）

郡
大
会
出
場
者

第
八
分
団

一
部

（後
藤
敬
親
、

広
美
、
高
倉
清
孝
、
堀
山
新
喜
、

伯
昭

一
）

第
九
分
団

（住
吉
栄
男
、
丹
秀

、
岩
下
和
正
、
岩
下

一
広
、
住

吉
秀
基
）

出
展

・
コ
ー
ナ
ー
紹
介

町
観
光
協
会
会
員
は
も
ち

ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
個
人

・
団
体
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
開
催
で
き
ま
し
た
。

◆
ふ
る
ま
い
酒
　
◆
だ
ご
汁

・
お

に
ぎ
り
　
◆
ぜ
ん
ざ
い

・
豚
汁

◆
田
楽
　
◆
や
ま
め
　
◆
赤
牛
焼

肉
◆
地
鶏
焼
き
　
◆
駅
弁
　
◆
特

産
品

（野
菜

・
か
り
ん
と
う

・
玉

子

・
美
術
工
芸
品

・
乾
物

・
押
し

花
絵

・
醤
油

・
漬
物

・
清
酒

・
こ

ん
に
や
く

・
ア
ツ
プ
ル
テ
イ
ー

・

ソ
ー
セ
ー
ジ
）
◆
奥
阿
蘇
物
産
館

◆
模
擬
店
　
（ク
ツ
キ
ー

・
ケ
ー

キ
・カ
レ
ー
・生
あ
げ
・饉
頭
・餅
・

焼
き
そ
ば
）

◆
餅

つ
き

コ
ー

ナ
ー
　
◆
風
鎮
太
鼓
演
奏

◆
高
森
社
中

（に
わ
か
）

◆
阿

蘇
く
ま
牧
場
お
猿
シ
ヨ
ー
　
◆
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り

防
ご
う
山
火
事

春
は
火
災
多
発
期

林
野
火
災

の
原
因

の
中

で
火
入
れ
時

の
火
が
毎
年

ト

ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
入
れ
時

の
火

の
取
り

扱

い
に
は
十
分
注
意

し
て

ヽ
Ｊ
蝋

”̈

れ
一―

ま
た
、
春
先
は
空
気
が
大
変
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
万

一
に
備
え

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
で
の

「
一
一
九
番
」
は
つ

最
近
は
携
帯
電
話
や
簡
易
型
携
帯
電
話
で
の

「
一
一
九
番
」
通
報
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
携

帯
電
話
な
ど
で

一
一
九
番
通
報
し
ま
す
と
、
電

話
の
機
種
や
、
電
話
を
か
け
て
い
る
場
所
に

よ

っ
て
は
目
的
で
あ
る
阿
蘇
の
消
防
署
で
は
な

く
、
熊
本
市
な
ど
他
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

他
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
っ
た
場
合
、
そ
こ
で
阿
蘇
の
消
防
本
部
に

電
話
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
一
九
番
通
報
を
受
け
た
消
防
本
部
が
阿
蘇
の
消
防
本
部
の

場
所
や
電
話
番
号
を
知
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
い
る
間
に
貴
重
な
時
間
は
刻
々
と
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
緊
急
の
場
合
で
も
携
帯
電
話
や
簡
易
型
携
帯
電
話
で
通
報

す
る
場
合
は
、　
一
般
電
話
、
南
部
分
署
（〇
九
六
七
六
―
ニ
ー
九
〇
三

四
）に
か
け
る
か
、
付
近
の
公
衆
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
九
番
通
報
の
際
、
場
所
や
状
況
を
正
し
く
言
え
な
い
た
め
に
被

害
が
拡
大
し
、
現
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、
ま
た
、
一
一
九

番
通
報
の
遅
れ
が
大
惨
事
に
つ
な
が
る
例
も
あ
り
ま
す
。
通
報
は
、
落

ち
着
い
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
火
災
、
在
宅
医
の
問
い
合
わ
せ
等
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（〇
九
六
七
―
三
四
―
〇
〇
九
九
）か
、
最
寄
り
の
分
署
、
分
駐
所

へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

メ

ー
ジ

ア

ッ
プ

を

図

る

こ
と

が

必
要
で
す
。

そ

の

一
つ
と

し
て
、
二
月
二
十

六
日
、
県
農
業
改

良

普

及

セ

ン

タ

ー

の
事

業

と

し

て
農

業

体

験

研
修

（ア
グ
リ
ウ

阿蘇広域行政事務組合消防本部 南部分署 電話 2-9034`農
:暴|〓2-ヌ
AGR:CULTURE NEWS

アグリウォツチング

●  ●

オ
ツ
チ
ン
グ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
に
は
町
内
各
学
校
の
先

生
と
町
の
若
手
農
業
者
等
二
十
四
名
が

参
加
。
三
戸
の
先
進
農
家
を
視
察
、
そ

の
後
、
草
部
中
学
校
に
お
い
て
農
業
教

育
推
進
授
業
成
果
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
た
ち
は
、

農
業
を
肌
で
感
じ
、
や
り
方

（指
導
）

に
よ

っ
て
は
暗

い
イ
メ
ー
ジ
の
農
業

を

一
新
し
明
る
い
希
望
の
職
業
だ
と

確
信
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

今
後
の
、
農
業
教
育
推
進
に
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し

ま
す
。

。
悪 li::

下
さ

い
ｃ

消防署だより

Eロ
ー

(16)
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邸
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Ｕ
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ひ

恐る恐る赤牛をなでる研修参加の先生たち熱心に成果発表を聞き入る青年農業者たち
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3月 11日

～19日

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の

◇
給
水
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

水
道
法
改
正
に
よ
り
簡
易
水
道
使

用
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
な
条
例
の

制
定

◇
高
森
町
長
等
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
高
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
高
森
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の

一
部
改
正

◇
高
森
町
嘱
託
駐
在
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正

◇
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

平
成
十

一
年
に
行
わ
れ
る

「く
ま

「韓
国
研
修
に
参
加
し
て
」

四
班
班
長
　

立

山
　
詩

子

（高
森
中
一
年
）

私
は
、
韓
国
に
行

っ
て
来
ま
し

た
。
な
ぜ
行

っ
た
か
と
い
う
と
、
学

校
で
プ
リ
ン
ト
を
も
ら
い
、
韓
国
の

扶
余
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
が
で
き
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ

と
が
の
っ
て
い
て
、
参
加
し
て
み
た

い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
南
阿
蘇
の

中
学
生
で
高
森
か
ら
は
六
名
が
行
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（高
森
中
か

ら
三
名
、
東
中
か
ら
三
名
）

韓
国
に
行
く
前
に
、
み
ん
な
仲

良
く
な
る
た
め
と
、
韓
国
の
こ
と

を
少
し
わ
か

っ
て
お
く
た
め

に
、

一
泊
の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
東

中
の
人
や
他
町
村
の
人
と
も
仲
良

く
な
れ
、
良
か

っ
た
と
思

い
ま
し

た
。
韓
国
に
は
遊
び
に
行
く
の
で

な
く
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
韓
国
の
文
化
や
い
ろ
ん
な
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
行

く
の
で
、
し

っ
か
り
勉
強
し
て
い

も
と
未
来
国
体
」
の
成
功
に
向
け
、
企

画
課
国
体
推
進
係
を
国
体
推
進
室
に

拡
充

◇
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正

児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正
に
よ
る

条
例
改
正

◇
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
増
設
に
よ
る
改
正

◇
町
立
学
校
職
員
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

老
朽
化
し
た
学
校
職
員
住
宅
の
廃

上
に
伴
う
改
正

◇
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

国
道
三
二
五
号
線
の
上
在

（坊
ヶ

平
入
り
口
）
か
ら
下
町

（高
森
署
先
の

自
水
村
境
）
ま
で
。
バ
イ
パ
ス
エ
事
完

成

に
伴

い
町
道

に
移
管
す
る
た
め

（高
森
中
央
線
）

◇
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

町
道
中
島

・
赤
羽
根
線
改
良
舗
装

及
び
林
道
大
谷
線
の
新
設
改
良
に
伴

い
矢
津
田
地
区
と
尾
下
地
区
の
財
政

上
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
た
め

◇
駐
在
嘱
託
員
設
置
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

担
当
区
域
が
色
見
、
上
色
見
地
区

に
併
設
し
て
い
る
た
め
、
前
原
駐
在

き
た

い
と
思

い
ま
し
た
。
韓
国
で

の
班
作
り
が
あ
り
、
私
は
四
班

の

班
長

に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
班

の

韓
国
研
修

で
の
課
題
は

「家

の
造

り
」
を
調

べ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
一
泊
研
修
も
終
わ
り
、
早
く
行

き
た

い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
韓
国

に
行
く
だ
け
と
思

っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ

の
前

に
韓
国

の

人
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
、
手
紙
を
読
ん
で
わ
か

り
ま
し
た
。

や
っ
と
そ
の
日
の
八
月
八
日
が
来

ま
し
た
。
六
時
か
ら
受
け
入
れ
式
が

あ
り
、
私
の
家
に
泊
ま
る
人
は
、
ユ

ン
さ
ん
と
パ
ク
さ
ん
二
人
で
し
た
。

受
け
入
れ
式
後
、
家
の
中
を
案
内
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
、
お
み
や
げ
を
も

ら

っ
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ

た
で
す
。

二
日
目
は
、
南
阿
蘇
の
受
け
入
れ

て
い
る
人
た
ち
全
員
で
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
一
緒
に
プ

リ
ク
ラ
を
と

っ
た
り
、
ロ
ー
プ
ウ

エ

イ
に
乗

っ
た
り
し
て
楽
し
か

っ
た
で

す
。
夜
は
、
高
森
中
の
他
の
二
人
と

受

け
入

れ

て

い
る
人

で

バ
ー

ベ

キ

ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
お
い

し
い
そ
う
に
食
べ
た
り
、
花
火
を
し

て
楽
し
か

っ
た
で
す
。

三
日
日
、
と
う
と
う

ユ
ン
さ
ん

と

パ
ク
さ
ん
が
帰
る
日
で
す
。
早

朝

か
ら

見

送

り
ま

し
た

。
寂

し

か

っ
た
で
す
。

次
は
、
私
が
韓
国

へ
行
く
方

で

区
と
小
倉
原
駐
在
区
に
分
離
す
る

◇
平
成
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
千
七
百
十

一

万
九
千
円
を
減
額
し
て
、
総
予
算
額

が
五
十
四
億
四
千
二
百
四
万
八
千
と

な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
九
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

◇
平
成
十
年
度
　
特
別
会
計
予
算

・rコ

_血■il

単位千円単位千円

●  ●

●  ●

す
。
八
月
十
八
日
朝
五
時

に
起
き

て
、
高
森
町
役
場
を
六
時
に
出
発
し

ま
し
た
。
高
森
か
ら
福
岡
空
港
ま
で

バ
ス
で
二
時
間
、
飛
行
機
で
福
岡
空

港
か
ら
ソ
ウ
ル
空
港
ま
で

一
時
間
か

け
て
行
き
ま
し
た
。
韓
国
に
は
、
高

い
ビ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
の
後
、
バ
ス
に
四
時
間
乗
り
扶

余

へ
向
か
い
ま
し
た
。
蘇
陽
の
栗
屋

歌
子
美
ち

ゃ
ん
と

一
緒
に
、
う
ち
に

泊
ま

つ
た

ユ
ン
さ
ん
の
お
宅
に
民
泊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ユ
ン
さ

ん
の
家
は
、
ア
パ
ー
ト
で
、
ご
は
ん

も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

二
日
目
は
、
船
に
乗

っ
た
り
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
登

っ
た
り
し
、
夜
は

キ
ヤ
ン
プ

フ
ア
イ
ア
ー
が
あ
り
い
ろ

ん
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
と

て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
三
日
日
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
も
終
わ
り
み
ん
な
と
も
お
別
れ

し
、
「
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
ホ
テ
ル
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
四
日
目
は
板
門
店

に
行

っ
た
り
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

と
う
と
う
帰
る
日
に
な
り
、
私

は
、
疲
れ
て
い
た
の
で
バ
ス
や
飛
行

機
の
中
で
眠

っ
て
い
ま
し
た
。
家
に

着
い
た
ら
と
て
も
な
つ
か
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
課
題

「家
の
造
り
」
は

日
本
と
違

い
ほ
と
ん
ど
レ
ン
ガ
の
平

屋
で
、
他
に
も
日
本
と
違
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
て

民
族
村
や
博
物
館
な
ど
、
戦
争
の
こ

と
な
ど
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
又

ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

特 別 会 計 名 既 定 額 補 正 額 予 算 額

国民健康保険 877,578 11,109 888,687

住宅新築資金等貸付金 △ 11 21650

誘致工業用地取得及び

用地造成事業 33,340 72 33,412

簡易水道事業 376,405 △ 18,995 357,410

鉄道経営対策事業 13,699 21,025 34,724

特 別 会 計 名 予  算 額

国民健康保険 801,528
老 人 保 健 1,075,180
住宅新築資金等貸付金 2,637
誘致工業用地取得及び

用地造成事業 1,672
農業用水供給事業 24,005
簡易水道事業 306,472
鉄道経営対策事業 55,178

本町の予算編成については、歳入の確実な確保に努めるとともに歳出については効果的、効率的事

業の推進を図る一方、経常的経費の削減、事業の見直し等を通じて全体予算の抑制を図りました。

王騒墨響刀予算尋81隠15‐ヮ5③③i万円

総務費
1,126,354
23.20%

教育費
4851044
999% 歳出

単位千円
民生費
917,154
18.89%

公債費
719,118
14.81%

土木費
746,133
15.37%

歳入
単位千円町 税

510,895
10.52%

地方交付税
2,314,120
4766%

町 債
729,700
15.03%

2.08% 1.14%

147,510
地方譲与税他 3.04%

分担金及び負担金

2.86%

使用料及び手数料

繰入金

県支出金

4.23%
繰越金
70,000
1.44%

諸支出金
3,065
0.06%

農林水産業費
347,292
7.16%

87,330
1.80%

消防費
138,882 178,001

3.67%

241,637
4.98%

270,335
5.57%
国庫支出金
305,472
629%

議会費  商工費
101,06755,198災害復旧費

予備費
5,975
0.12%

衛生費
205,47

野尻保育園

園児セラミック陶芸体験

3月 5日 、野尻保育園では卒園児の記念に自水村の体

験 陶磁器館を訪れ、陶磁器 (セラミック)の作成体験を

行いました。今年、卒園した 2人の園児は、思い思いの

色付けで先生もびっくりするような立派な作品を作りま

した。他の 10名 の園児たちもお兄ちゃんゃお姉ちゃん

に負けじと一生懸命頑張り、かわいいコツプや皿が出来

あがりました。

ヤンクネッ |ヽ ジータ やずンタ』i,f警|'98
国際的視野を広め、郷土の姿を正しく理解して地域や職場、学校

でリーダーとなる青年を育成するために海外派遣研修を行います。

◆参加対象/県内に居住する 20歳以上 30歳未満の者
(4月 1日現在)

◆募集期 間/4月 1日 (水)から4月 30日 (本 )
◆個人負担金/73,000円
◆研修期間/8月 22日 (土)～ 8月 31日 (日 )
◆問い合わせ・応募先/熊本県 県民生活総室 096-383… 1111

◆参加 対 象/県内に居住する小学 5・ 6年生 中学生
◆募集 期 間/4月 13日 (月 )～ 5月 8日 (金 )
◆個人負担金/45,000円
◆研 修期 間/7月 20日 (月 )～ 7月 24日 (金 )
◆問い合わせ/熊本県 県民生活総室 096-383-1111
◆応 募 先/高森町教育委員会 2-1111

募舅

遣研修 団量募集

卜県少年友好の翼 (沖組

(6)(15)

Ⅷ

じ1́
″

2,661

'_■‐

躙目

メ

鱚 血胚 鰤 鶉

4,244
0.09%



か

International
Relationship

国際交流

爾
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修
事
業

「海
外
研
修
に
参
加
し
て
」

五
班

手

島

優

香

（高
森
中

一
年
）

研
修
前
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
買
い
物
で
し

た
。
特
に
買
い
物
は
、
姉
か
ら
聞

い

て
す
ご
く
安
い
と
言
う
こ
と
で
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

不
安
と
、
喜
び
を
胸
に
福
岡
空
港
を

出
発
し
ま
し
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い
で

キ
ム
ポ
空
港
に
着
い
た
の
で
び

っ
く

り
し
ま
し
た
。
と
は
言

っ
て
も

「韓

国
に
来
た
。
」
と
の
実
感
も
わ
か
ず
、

「お
―
来
た
の
か
ｃ」
ぐ
ら
い
で
し
た
ｃ

初
日
か
ら
民
泊
な
の
で
、
心
は
ド

キ
ド
キ
で
す
。
受
け
入
れ
式
の
時
み

ん
な
で

『高
森
音
頭
』
と

『あ
の
青

い
空
の
よ
う
に
』
を
手
話
を
交
え
て

や
り
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先

へ
車
で
移
動
。
車
の
中

に
は
、
コ
ナ
ン
の
マ
ン
ガ
本
や
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
う
ち
わ
が
あ
り

韓
国

に
も
あ
る
の
だ
と
ち

ょ

っ
と

び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
四
人
家
族
で

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
女
の
子
が

二
人
で
し
た
。
長
女
の
キ
ム

・
ジ

・

ヨ
ン
さ
ん

（以
下
、
ヨ
ン
さ
ん
と
記

す
）
が

一
緒
に
民
泊
す
る
り
か
ち

や

ん

の
家

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
人

で
、
す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
興
奮
と
暑
さ
の
た
め
あ

ま
り
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
日
目

ヨ
ン
さ
ん
と

一
緒
に
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
を
見
ま
し
た
。
そ
の
夜
の
キ
ヤ
ン

プ

フ
ァ
イ
ア
ー
は
と
て
も
楽
し
か

っ

■
議
会
費
関
係
　
平
成
十

一
年
に
開
催
さ

れ
る
国
体
を
視
野
に
入
れ
、
本
年
度
の
神

奈
川
大
会
の
研
修
旅
費
を
計
上
。

■
総
務
費
関
係
　
□
駅
前
周
辺
の
環
境
整

備
等
を
念
頭
に
阿
蘇
南
農
協
所
有
地
等
の

用
地
買
収
費
を
計
上
。
　

□
高
原
森
林
文

化
村
事
業
と
し
て
実
施
す
る
仮
称

「健
康

休
養
施
設
」
の
工
事
に
着
工
。
規
模
は
千

二
百
，ｍ
と
し
、
調
理
室
浴
室
等
を
備
え
た

地
域
福
祉
を
重
視
し
た
施
設
と
す
る
。
□

温
泉
館
、
湧
水
館
等
の

一
体
化
し
た
管
理

運
営
の
た
め
調
査
委
託
を
実
施
。
　

□
平

成
十
年
四
月
に

（財
）
阿
蘇
ビ

ュ
ー
ロ
ー

（仮
称
）
が
設
立
予
定
さ
れ
、
阿
蘇
郡
十
二

町
村

一
体
と
な
り
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
。　
□
湧
水
館
周
辺
整
備
で
、

湧
水
館
玄
関
庇
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
安
全
柵

設
置
、
湧
水
池
水
上
デ
ッ
キ
の
整
備
。

□
温
泉
館
屋
外
販
売
施
設
や
サ
ウ
ナ
室
改

修
等
の
整
備
を
計
上
。
　

□
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
及
び
県
知
事
選
挙
費
用
を
計
上
。

□
地
籍
調
査
は
尾
下
地
区
の

一
部
三
、
九

一
ｒ
を
実
施
。

■
民
生
費
関
係
　
□
高
齢
者
や
障
害
者
の

障
壁
と
な
り
改
善
を
必
要
と
す
る
ハ
ー
ド

事
業

（高
森
駅
身
障
者
用
ト
イ
レ
新
設
他
）

に
着
手
し
、
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
。

□
平
成
十
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保

険
法
導
入
に
備
え
、
充
実
強
化
を
図
る
。

□
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
る
た

員
す
る
。
　

□
今
年
度
は
世
界
人
権
五
十

周
年
に
当
た
り
「人
権
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
を

開
催
し
、
町
民
に
対
し
て
の
同
和
問
題
・人

権
擁
護
の
認
識
を
深
め
る
教
育
啓
発
の
実

施
。
　

□
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
率
向

上
を
目
指
し
、
年
金
相
談
や
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
う
。

■
衛
生
費
関
係
　
□
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
健
康
教
育

や
啓
発
活
動
を
行
い
、
だ
れ
で
も
参
加
で

基本計画 (

成 11

ら 15年度までの 5年間)

は、今年年度から 13年度までの 3年間)
12月 定例議会に提出 します。

〓

め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（非
常
勤
）
を
増

●  ●

●  ●

た
で
す
。
写
真
や
お
み
や
げ
を
も
ら

一一一
彊

い
ヨ
ン
さ
ん
の
妹
と
も
仲
良
く
な
れ

一一一

明
日
別
れ
る
と
思
う
と
大
変
寂
し
い

一一一

か
つ
た
で
す
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一

―

　

　

―

、
　

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一』
一

三
日
日
、
い
よ
い
よ
ホ
ー
ム
ス
テ

憂

イ
の
家
族
た
ち
と
の
お
別
れ
で
す
。
壼

こ
の
三
日
間
が
私
に
は
、
大
変
短
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
独
立
記

念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本
人
が

音
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
す
ご
く
悪
い
と
思
い
ま
し
た
。

見
学
を
終
わ
る
と
、
待
ち
望
ん

で
い
た
買

い
物
で
す
。
時
間
が
短

く
て
自
分
の
分
を
買
い
忘
れ
て
残

念
で
し
た
。

四
日
目
は
、
い
よ
い
よ
板
門
店
見

学
で
す
。
そ
こ
は
と
て
も
厳
し
く
、
壺

ジ
ー
パ
ン
や
サ
ン
ダ
ル
、
ミ
ニ
ス

憂

カ
ー
ト
な
ど
禁
止
で
、軍
人
さ
ん
が
憂

少
し
も
動
か
ず
、
立
っ
て
い
ま
し
亜

た
。
北
朝
鮮
と
韓
国
の
国
境
で
線
の

壺

引
い
て
あ
る
と
こ
ろ
を
少
し
で
も
越

一一一

え
れ
ば
銃
撃
戦
に
も
な
り
か
ね
な
い

轟
一

怖
い
と
こ
ろ
で
、も
う
行
き
た
く
な
藁一

い
と

こ
ろ
で
す
。
　

　

　

　

　

　

　

一一一

と
う
と
う

二
十

二
日

に
な

り
ま

し

憂

た
。
日
本
に
帰
る
日
で
す
。
う
れ
し
一』一

い
よ
う
な
悲
し
い
よ
う
な
、
と

っ
て

一一一

も
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
で
も
、
憂

日
本
に
着
く
と
す
ご
く
安
心
し
ま
し

憂

た
。
五
日
間

の
韓
国
研
修
は
楽
し

亜

か

っ
た
け
れ
ど
、
欲
を
言
え
ば

一
つ

≡

ひ
と
つ
を
も
う
少
し
よ
く
見
る
時
間
憂

が欲
し
か
った
です。だ
から
、も
菫

う

一
回
行
っ
て
み
た
い
で
す
。　
　
　
一〓

き
る
健
康
福
祉
ま
つ
り
な
ど
を
実
施
。
又
、

障
害
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
機
能
訓
練
事

業
を
行
い
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
お
く

れ
る
環
境
を
創
造
す
る
。
　

□
合
併
処
理

浄
化
槽
及
び
生
ゴ
ミ
の
処
理
容
器
に
対
す

る
助
成
を
行
い
、
自
然
に
や
さ
し
い
町
づ

く
り
を
目
指
す
。
　

□
妊
婦
健
診
及
び
乳

幼
児
健
診
の
実
施
、
乳
幼
児
医
療
費
の
補

助
等
子
育
て
環
境
の
整
備
を
行
う
。

■
農
林
水
産
費
関
係
　
□
安
定
的
な
農
業

構
造
を
早
期
に
確
立
し
農
業
体
質
の
強
化

を
図
る
。
　

□
地
域
農
業
の
担
い
手
や
新

規
就
農
者
及
び
農
業
生
産
組
織
の
育
成
。

□
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
を
母
体
に
地
域
連

携
協
定
に
向
け
た
活
動
の
展
開
。
　

□
認

定
農
業
者
女
性
部
会
を
中
心
と
し
た
女
性

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
農
産
加
工
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
の
推
進
。
　

□
農
業
農
村
体
験

交
流
事
業
の
推
進
。
　

□
認
定
農
業
者
の

支
援
体
制
整
備
。　
□
集
落
リ
ー
ダ
ー
（女

性
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
）
の
育
成

・
支
援
に

よ
り
自
主
的
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
、
集
落
機
能
の
充
実
を
図
る
。
　

□
転

作
に
よ
る
新
生
産
調
整
の
目
標
達
成
と
補

償
制
度
の
推
進
。　
□
農
道
の
整
備
促
進
。

□
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
の
管
理
棟
及
び
バ

ン
ガ
ロ
ー
の
外
壁
塗
装
の
実
施
と
、
加
工

場
機
械
の
点
検
委
託
。
　

□
単
県
林
道
整

備
事
業
に
よ
り
林
道
鍋
の
平
線
の
舗
装
工

事
の
実
施
。
町
管
理
林
道
十

一
路
線
の
原

材
料
支
給
に
よ
る
整
備
。
　

□
野
猿
被
害

対
策
と
し
て
、
阿
蘇
地
域
野
猿
対
策
協
議

会
と
連
携
し
、
実
態
把
握
、
生
態
調
査
の

実
施
。

■
商
工
費
関
係
　
□
商
工
業
の
安
定
的
発

展
、
近
代
化
、
活
性
化
の
た
め
、
国

・
県

の
制
度
資
金
、
町
小
口
資
金
の
有
効
利
用

の
促
進
。
　

□
中
心
部
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
「街
づ
く
り
研
究
会
」
活
動

を
継
続
し
、
特
徴
あ
る
町
並
み
整
備
の
推

進
と
振
興
を
図
る
。
　

□
商
工
会
や
観
光

く
ま
も
と
農
村
環
境
づ
く
リ
コ
ン
ク
ー
ル

美
し
い
村
部
門
草
部
地
区
　
表
彰

農
業

・
農
村
は
、
食
料
を
生
産
す
る
基
本
的
役
割
の
ほ
か
、
自
然

・
文

化

・
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を
育
み
、
そ
の
成
果
と
い
え
る
美
し
い
農
村

空
間
は
、
ゆ
と
り
と
、
や
す
ら
ぎ
を
提
供
す
る
場
と
し
て
社
会
的
ニ
ー
ズ

は
年
々
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
景
観
を
形
成
す
る
地
域
資
源
を
再
評
価
し
、
自
主
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
村
集
落
を
表
彰
し
よ
う
と
熊
本
県
が
主
催
し
た
も
の
で
、

今
回
は
、
本
町
草
部
地
区

（阿
南
哲
文
駐
在
員
、
甲
斐
農
武
忠
公
民
館
長
）

が
他
の
八
地
区
と
共
に
選
ば
れ
、
三
月
二
日
、
熊
本
県
自
治
会
館
で
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
斐
館
長
は
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
農
村
景
観
づ
く
リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
も
出
席
さ
れ
、
草
部
の
農
村
と
し
て
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。

協
会
と
の
連
携
に
よ
り
情
報
発
信
機
能
と

し
て
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
導
入

を
通
じ
情
報
化
時
代
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
。

□
高
森
峠
自
然
公
園
を
は
じ
め
、
既
存
の

観
光
施
設
の
維
持
管
理
を
主
体
に
遊
歩
道

の
整
備
や
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を
行
い
、

よ
り
多
く
の
観
光
客
の
誘
致
宣
伝
に
努
め

る
。
　

□
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「高
森
峠
桜
ま
つ
り
」
を
加
え
、
地
域
と

一

体
と
な

っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
平
成

十

一
年
実
施
の
国
体
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
。

■
土
木
費
関
係
　
□
美
化
側
溝
工
事
な
ど

を
実
施
し
、
防
災
及
び
安
全
対
策
と
し
て

狭
除
部
分
の
視
距
改
良

・
舗
装
修
繕
の
整

備
を
図
り

「や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
を
目

指
す
。
　

□
旭
Ａ
団
地
の
外
壁
塗
装
、
村

中
、
山
王
園
団
地
の
屋
内
電
気
幹
線
の
改

修
等
を
行
い
、
町
営
住
宅
の
住
環
境
整
備

を
図
る
。
　

□
防
災
及
び
住
環
境
整
備
の

た
め
、
横
町
Ａ
団
地
の
駐
車
場
と
し
て
旧

登
記
所
跡
地
を
整
備
。
　

□
中
川
原
団
地

の
西
側
道
路
沿
い
に
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
住

環
境
改
善
を
図
る
。
　

□
既
設
住
宅
建
て

替
え
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
各
団
地

（下

町
、
下
町
Ａ

・
Ｂ
、
町
中
団
地
）
の
建
替

え
に
伴
う
実
施
設
計
。

■
消
防
費
関
係
　
□
消
防
団
員
の
士
気
高
揚

と
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
都
操
法

大
会
の
本
町
代
表
に
対
す
る
助
成
。
　

□

消
防
団
活
動

の
拠
点
と
な
る
消
防
詰
所

（牧
戸
地
区
）
の
整
備
。
　
□
防
災
行
政
無

線
屋
外
局
増
設
工
事

（上
津
留
地
区
）
を

計
画
。

■
教
育
費
関
係
　
ロ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回

線
を
整
備
し
、
児
童
、
生
徒
が
高
度
情
報

化
社
会
に
対
応
で
き
る
教
育
の
推
進
。

□
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
タ
ー
の
整
備
計
画
に

伴
い
、
平
成
十

一
年
度
ま
で
に
基
準
数

（小

学
校
二
人
に

一
台
、
中
学
校

一
人
に

一
台
）

達
成
の
推
進
。
□
老
朽
化
し
た
校
舎
等
の

修
繕
や
教
育
環
境
の
改
善
を
重
点
的
に
実

施
。
　

□
昭
和
三
十
七
年
建
築
の
高
森
中

学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
の
実
施
。
　

□

給
食
調
理
場
は

「０
１
１
５
７
」
対
策
等

衛
生
上
の
環
境
整
備
が
必
要
な
た
め
、
排

気
用
の
ダ
ク
ト
の
清
掃
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
。

■
社
会
教
育
　
□

「青
少
年
育
成
町
民
会

議
」
を
中
心
に
子
ど
も
会
育
成
や
囲
碁
遊

び
・育
成
キ
ャ
ン
プ
等
積
極
的
に
実
施
。

□
人
権
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

対
象
地
域
内
の
学
習
内
容
を
充
実
強
化
。

□

「文
化
の
薫
り
た
か
い
高
森
町
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「第
八
回
大
阿
蘇
絵
画
展
」
を

開
催
。
ま
た
、
町
指
定
文
化
財
の
調
査
実

施

・
保
存
。
　

□
国
際
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
カ
リ
ス
ペ
ル
市

へ
の

「中
学
生

・
高

校
生
派
遣
事
業
」
を
通
じ
交
流
を
深
め
る
。

□
平
成
十
二
年
の

「全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
の
本
町
開
催
が
正
式
決
定
し

た
こ
と
に
よ
り
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
強

化
に
取
り
組
む
。
　

□
体
育
施
設
整
備
事

業
と
し
て
、
河
原
体
育
館
の
改
修
工
事
、
山

村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

（張
芝
）
を
行

う
。
■
国
民
体
育
大
会
　
□
く
ま
も
と
未
米
国

体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
七
月

（二

十
三
日
～
二
十
六
日
）
に
都
市
対
抗
テ
ニ

ス
大
会
の
実
施
。
さ
ら
に
八
月

（二
十

一

日
～
二
十
三
日
）
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
国
体

大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
準
備
体
制
の
強

化
と
意
識
の
高
揚
に
努
力
。
　

□
久
木
野

村
、
県
テ
ニ
ス
協
会
と
の
連
携
の
下
に
各

種
講
習
会

（テ
ニ
ス
教
室
、
審
判
員
養
成

講
習
、
審
判
員
認
定
、
ボ
ー
ル
・
ス
コ
ア
ー

パ
ー
ソ
ン
養
成
）
の
実
施
。

■
災
害
復
旧
費
　
□
公
共
上
木
、
農
林
水

産
業
関
係
の
災
害
時
を
想
定
し
設
計
委
託

料
等
を
計
上
。

草部の農村としてのよさを訴える甲斐館長 (中央 )

奥阿蘇キャンプ場で開催された交流会  日本三下り宮の吉見神社夏祭り

(14)(7)

集
団
生
活
や
異
文
化
、
人
情
な
ど
を
直
接
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界

に
貢
献
し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
に
南
阿
蘇
六
か
町
村
で
実
施
し
て
い
る

南
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修
に
平
成
九
年
度
は
高
森
東
中
三
名
、
高
森
中
三

名
の
計
六
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し

ま
す
。
（学
年
は
研
修
当
時
）
　

（平
成
九
年
八
月
十
八
日
～
二
十
二
日
）

pr

大
韓
民
国
研
修
レ
ポ
ー
ト

踏融蛉
，
竜
一一

■
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町
職
員
人
事
異
動

町
で
は
四
月

一
日
付
け
で
、
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
（　
）
内
は
旧
係

な
お
、
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
十

一
年
に
行
わ
れ
る
国
体

に
対
応
す
る
た
め
国
体
推
進
室
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
税
務
課
内

の
町
税
の
課
税
・徴
収
体
制
を
図
る
た
め
課
税
係
を
町
民
税
係
に
固
定
資
産
評

・

価
係
を
固
定
資
産
税
係
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
総
務
課
　
▼
広
報
統
計
係
長
　
阿
南

一
也
（開
発
推
進
係
）

▼
管
財
係
　
岩
下

雅
広

（維
持
管
理
係
）
▼
阿
蘇
環
境
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
出
向
　
佐
藤
武
文

（土

木
係
）

■
企
画
課
　
▼
開
発
推
進
係
長
　
色
見
隆
夫

（温
泉
管
理
係
長
）

開
発

推
進
係
　
東
幸
祐

（熊
本
県
出
向
）

▼
温
泉
管
理
係
長
　
古
澤
建
生

（開
発
推
進

係
長
）
■
町
民
福
祉
課
　
▼
町
民
福
祉
課
長
　
渡
邊
哲
郎

（町
民
福
祉
課
長
兼
町

民
係
長
）

▼
町
民
係
長
　
甲
斐
末
久

（林
業
振
興
係
長
）

▼
福
祉
係
　
橋
本
今

朝
子

（保
健
婦

・
保
健
衛
生
係
）

井
上
寿

一

（固
定
資
産
評
価
係
）

伊
藤
貴
美

恵

（草
部
北
部
保
育
園
保
母
）

▼
保
健
衛
生
係
　
東
貴
子

（保
健
婦
・新
規
採
用
）

■
農
林
振
興
課
　
▼
林
業
振
興
係
長
　
山
村
将
護
（企
画
課
国
体
推
進
係
長
）

■

建
設
課
　
▼
土
木
係
　
緒
方
久
哉

（新
規
採
用
）

▼
建
築
係
　
高
崎
康
誌

（地
籍

調
査
係
）

■
税
務
課
　
▼
町
民
税
係
　
安
藤
厳
夫

（国
民
健
康
保
険
係
）

▼
回

定
資
産
税
係
　
佐
伯
実

（建
築
係
）

▼
地
籍
調
査
係
　
沼
田
勝
之

（企
画
財
政

係
）

▼
国
民
健
康
保
険
係
長
　
甲
斐
敏
文

（草
部
出
張
所
住
民
係
長
）

■
水
資

源
対
策
課
　
▼
維
持
管
理
係
　
今
村
親
助
（新
規
採
用
）

■
国
体
推
進
室
　
▼
国

体
推
進
室
長
　
佐
伯
秀
和
（国
民
健
康
保
険
係
長
）

▼
国
体
推
進
係
長
　
山石
下
公

治

（広
報
統
計
係
長
）

国
体
推
進
係
　
安
方
合

（企
画
課
国
体
推
進
係
）

■
収

入
役
室
　
▼
収
入
役
室
長
　
岩
下
紀
久
雄
（収
入
役
室
長
兼
会
計
係
長
）

▼
会
計

係
長
　
古
庄
良

一
（会
計
係
）

■
草
部
出
張
所
　
▼
住
民
係
長
　
佐
藤
幸

一
（福

祉
係
）

■
議
会
事
務
局
　
▼
庶
務
係
　
古
庄
秀
子

（課
税
係
）
　

■
教
育
委
員

会
関
係
　
▼
事
務
局
長
　
岩
下
弘
三
（事
務
局
長
兼
施
設
管
理
係
長
）

▼
施
設
管

理
係
長
　
後
藤
正
三

（社
会
教
育
係
長
）

▼
社
会
教
育
係
長
　
秋
山
清
二

（社
会

教
育
係
）

▼
高
森
東
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
　
田
上
マ
チ
ヨ
（高
森
小
学
校
給

食
共
同
調
理
場
）

▼
高
森
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
　
本
田
フ
ミ
子
（高
森
東
中

学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

■
保
育
園
関
係
　
●
草
部
北
部
保
育
園
　
▼
保
母
　
高

木
恵
美

（河
原
僻
地
保
育
園
）

●
河
原
僻
地
保
育
園
　
▼
保
母
　
岩
下
美
智

（草

部
保
育
園
）

□
退
職
　
中
尾
篤
志

（町
民
係
長
）

山
永
千
夜
子

（高
森
東
中
学

校
給
食
共
同
調
理
場
）

●  ●

☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も
に

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適

正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
時
間
は
短
く
て
も
、
子
ど
も
と
の

対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

切
る
と
き
は
涙
が
出
ま
し
た
が
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
（実
体
験
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
各
ご
家
庭
で
も
何

で
も
お
手
伝
い
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
）

◇
夜
回
り

（防
大
運
動
）

▽
最
初
は
恥
ず
か
し
く
て
声
が
小
さ

か

っ
た
け
ど
、
最
後
は
自
信
を
持

っ

て
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（こ
の
訪
間
活
動
が
同
地
区
内
の

一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
の
交
流
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
）

◇
あ
い
さ
つ
運
動

（標
木
づ
く
り
）

▽
こ
の
活
動
で
小
さ
い
子
ど
も
も
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ

い
さ
つ
の
標
語
を
書

い
た
標
本
づ

く
り
は
難
し
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
も

ら

い
な
が
ら
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

（子
ど
も
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

に
、
私
た
ち
大
人
も
負
け
ず
に
明
る

く
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。
）

●

一

「は
じ
め
ま
し
て
」

熊
本
日
々
新
聞
社
　
高
森
支
局
長

佐

藤

公

亮

さ
ん

本
社
運
動
部
か
ら
、
三
月

一

日
付
け
で
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
さ
て
、
ご
当
地
高
森
と
言
え

ば
、
北
に
五
岳
、
南
に
外
輪
山
が

そ
び
え
る
風
光
明
媚
な
土
地
。

私
自
身
、
支
局
か
ら
の
ぞ
く
根

子
岳
を
見
上
げ
、
「よ
か
と
こ
ろ

に
来
た
」
と
感
嘆
。
当
地
勤
務
を

望
ん
で
い
た
仲
間
た
ち
か
ら
も
、

連
日
、
や
っ
か
み
の
電
話
が
寄

せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

前
任
者
の
岩
下
同
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
身
近

な
話
題
な
ど
ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。
か
け
つ
け
ま
す
。

～小松菜と油揚げの炒り煮～ (4人分)

油とあわせてビタミンAの吸収カアップ
〆
′
「
に

判
旧脳

伝
脳

ｏ

‐―

――

リ

Π
＝
い
Ｗ
Ｖ

(1:〕[宣大尚悲+∩
>ギ雹曰Ψの民凸

Vぐ

●  ●圃
轟
警
翻
署
だ
さ
り

▼
警

察

官

Ａ

（大
卒
）

□
受
験
資
格
　
昭
和
４３
年
４
月
２
日

～
昭
和
５２
年
４
月
１
日
生
の
男
子
で
、

４
年
生
大
学
卒
業
又
は
見
込
み
の
者

□
受
付
期
間
　
５
月
７
日

（本
）
か
ら

６
月
５
日

（金
）

□
試

験

日
　
７
月
‐２
日

（日
）

□
試

験

地
　
熊
　
本
　
市

▼
警

察

行

政

（大
卒
程
度
）

□
受
験
資
格
　
昭
和
４２
年
４
月
２
日

～
昭
和
５２
年
４
月
１
日
生
の
者

□
受
付
期
間
　
５
月
７
日

（本
）
か
ら

５
月
２６
日

（火
）

□
試

験

日
　
６
月
２８
日

（日
）

□
試

験

地

熊
本
市
、
東
京
都

C)緑 黄 色 野 菜  ～緑黄色野菜を毎 日よく食べる人はあらゆるがんにかかる率が低い 1～

野菜は、にんじんやほうれん草などの色の濃い緑黄色野菜と色の

淡い自菜ゃキャベツなどの淡色野菜に大別されます。どの野菜にも

がんを予防する働きがありますが緑黄色野菜には特にビタミンAと

ビタミンC、 カロチン、食物繊維が豊富。ビタミンEや ミネラルも

含むがん予防食品のチャンピオンです。緑黄色野菜を毎日取った人

と取らない人では、人口10万人あたりのがん死亡率に大きな差がつ

くことがわかっています。

1日 に必要とされる緑黄色野菜の量は 100gで す。ほうれん草な

らき束、にんじん基本、ピーマン4個、カボチャなら2～ 3切れが

100gの 目安ですが、1種類の野菜で取るのではなく、数種類の野菜

を組み合わせって、三度の食事に必ず緑黄色野菜を登場させる工夫

をしましょう。

□材料

小松菜300g、 ,由揚

げ40g、
‐
ナラダ油大

さじ 1、 しょうゆ大

さじ1き 、みりん
小 さじ 2、 だ し汁

1,カ
ツフ
°

□作り方

①小松菜はゆでて3cmの長さに切る。

②油揚げは湯通しして縦半分に切り、それをさら

に短冊切りにする。

③フライパンにサラダ油を熱して①と②を炒め

しょうゆ、みりん、だし汁を注いで3～ 4分煮る。

(8)

熊
本
県
警
察
　
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
警
察
官
Ｂ

（大
卒
以

外
）
、
婦
人
警
察
官
及
び
警
察
事

務
職
員
採
用
試
験
の
受
付
は
８
月

１９
日
か
ら
行
い
ま
す
。

試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請

求
な
ど
、
詳
し
い
内
容
の
お
問
い

合
わ
せ
は

・
・
・
・

〒
８
６
２
・８
６
１
０

熊
本
市
水

前
寺
六
丁
目
十
八
番

一
号
熊
本
県

人
事
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
３

階
）
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１

１
１
番
　
内
線
６
８
３
４
番
ま
た

は
、
熊
本
県
警
察
本
部
警
務
課

（本
館
３
階
）
■
０
９
６

・
３
８

１

・
０
１
１
０
番
　
内
線
２
１
３

２
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

◆高森警察署総務係 電話2… 0110(13)

子どもの育つ地域づくり

存在感や生 き甲斐で悩 む

子 ど もたちのために

物質的には恵まれている日本ですが、今の子どもた

ちは「不幸」かもしれません。それは自分の存在感や生

き甲斐について、子どもにプレッシャーをかけ悩ませ

るばかりで、親の真の理解など子どもを支援する体制

がほとんどみられないからです。

昔は近所や地域が一体となつて子どもを育てていま

した。そういう体制づくりの大切さと、命の大切さを教

えることからの心づくりを忘れてはいけません。

親や大人の言いなりになる子が決して良い子ではあ

りません。押さえつけられ続けた結果が、非人間的な若

者をつくり、犯罪はもちろん今日の色々な問題につな

がつてきていることは皆さんよくご存知でしよう。

親や大人の独善的な押しつけはやめましよう。

試験の点数が良いだけを親は望んでいるのではありま

せんが、子どもたちは点数さえ良ければ親は文句を言

わないと勘違いしていることは大変危険なことです。

各ご家庭で今すぐ話し合い、子どもの不安や不満に

も耳をかたむけてください。

講

演

の

要

旨

ゴ一一一
劃

一罰

演

九
州
東
海
大
学
助
教
授

（教
育
学
・社
会
教
育
・子
育
て
論
）

山

下

雅

彦

氏

1人分のカロ リー 1人分の塩分

88キ (」 ;2 09g

家庭教育の
・，
・

織
讐
番
尋
６
一■
●

'.ヽ

ヽ

掘
Ｊ
層
ξ
ｒ

らない人から声をかけられても、

対について行かないこと

らない人の車には、絶対乗らない

こ
●
　

鶴
躙

◎

◎ 1
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『

・
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 |ム rt・ 1
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子
ど
も
た
ち
の

す
ば
ら
し
い

ぬ
と
身
体
を

育
む
た
め
に

Family
Moral

Education

子
育
て
は

家
庭

ｏ
学
校

保
護
者
会

地
域

一
体
の

取
り
組
み
か
ら

色
見
小
学
校
体
育
館

二
月
七
日

（土
）
十
時

国民健康保険だより

人 間 ドック で病気の早期発見・早期治療で医療費の節約につなごう

国民健康保険では次の要領で人間 ドックを実施いたします。
ご希望の方は、申込書により国民健康保険係に直接お申し込みください。

1.資   格  国民健康保険の加入者で、平成 10年 4月 1日現在満 30歳以上 70歳未満の方   2

5.検査費用

(平成 8、 9年度に受診された方は、原則として除きます。)
100名 (定員になり次第締め切りとします。)
平成 10年 5月 ～平成 11年 3月末日まで
①熊本県成人病予防協会健診センター
②日赤健康管理センター

◆成人病予防協会 (送 )f日あります)TEL 096-365-8800

◇―泊二日標準コース 58,000円 (消費税除く)
◇日帰り標準コース  35,OOO円 (  ″  ) |
◆日赤健康管理センター    TEL 096-387-6651
◇―)自二日標準コース 60,OOO円 (消費税除く)
◇日帰り標準コース  38,OOO円 (  ″  )
いずれのコースも7割を国民健康保険より助成いたします。6.補助割合
ただし消費税については、受診者の負担とさせていただきます。

二
月
七
日
土
曜
日
午
後
二
時
か

ら
、
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
色
見

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
本
年

は
特
に
青
少
年
育
成
町
民
会
議
色

見
支
部
総
会
（宇
藤
茂
吉
支
部
長
）

と
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
か
ら
ニ
カ
年
間
取

り
組
ん
で
き
た

「子
育
て
支
援
事

業
」
は
平
成
九
年
度
ま
で
の
事
業

で
あ
り
、
こ
の
席
上
に
お
い
て
今

後
は
青
少
年
育
成
町
民
会
議
色
見

支
部
活
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と

に
つ
い
て
同
会
の
総
意
と
し
て
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
会

の
席
上
、
標
本
づ
く
り

や
、
防
火
夜
回
り
活
動

（本
誌
三

月
号
７
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
）
な

ど

の
同
会

の
活
動
報
告

に
つ
い

●

申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

・
‥

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

内
線
１
５
２
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

て
、
色
見
小
学
校
児
童
の
体
験
発

表
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
に
実
体
験
の
素
晴
ら
し
さ
や

満
足
感
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

◆
色
見
小
児
童
に
よ
る

活
動
の
体
験
発
表
か
ら

◇

一
日

一
汗
運
動

（空
き
缶
拾
い
）

▽
大
き
な
道
に
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
捨

て
て
あ
り
ま
し
た
。
大
人
の
皆
さ
ん
、

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
（親
が
捨

て
て
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
ゴ
ミ

を
拾
う
現
象
が
続
い
て
い
ま
す
。
）

◇
料
理
教
室

（伝
承
料
理
）

▽
手
延
べ
だ
ん
ご
汁
と
ジ
ヤ
ン
ボ
い

な
り
を
作
り
ま
し
た
。
油
揚
げ
に
ご

飯
を
詰
め
る
と
破
け
た
り
、
ネ
ギ
を

国
税
専
門
官
募
集

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

□
受
験
資
格

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

□
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

□
申
込
書
の
受
付
期
間

五
月
六
日

（水
）
か
ら

五
月
十
二
日

（金
）
ま
で

□
申
込
用
紙

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
又
は
お
近
く
の
税
務
署
に
請
求
し

て
下
さ
い
。

□
受
験
申
込
先

〒
八
六
〇
―
○
○
〇
八

熊
本
市
二
の
丸

一
―
二

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

肌
〇
九
六
―
二
五
四
―
六

一
七

一

2.募集人員
3.受診期間
4.検 査機関

真
剣
に
考
え
よ
う
　
子
育
て
の
大
切
さ

教
育
と
は
勉
学
に
限

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

こ
の
広
報
誌
で
も
毎
回

お
伝
え
し
て
い
る
家
庭
教
育
の
大
切
さ
。
　

誰
も
が
そ
の
重
要
性
は
わ
か
っ
て
い

る
も
の
の
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
具
体
的
に
子
ど
も
と
心
を
ふ
れ
合
わ
せ
て
い
る
の

か
や
、
親
や
大
人
は
家
庭
や
社
会
で
如
何
に
実
直
に
生
き
、
そ
の
生
き
様
を
堂
々

と
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
私
た
ち
は
真
剣
に
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
を
今
後
も
強
く
進
め
ま
す

町
で
は

「ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
念
頭
に
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
強

く
う
っ
た
え
て
お
り
、
幼
児
教
育
面
で
町
民
福
祉
課
が
、
ま
た
、
生
涯
教
育
と
社
会
教

育
面
で
は
教
育
委
員
会
が
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
連
携
を
図
り
な
が

ら

一
体
と
な
っ
て

「人
づ
く
り
」
に
関
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
平
成
八
年
度
か
ら
、
地
域
保
健
推
進
特
別
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

は
厚
生
省
事
業
の
一
つ
で
、本
町
で
は
平
成
九
年
度
ま
で
こ
の
事
業
を
全
町
的
に
展
開

し
て
き
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
母
子
保
健
を
観
点
と
し
て
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
「子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。　
今
後
も
強
力
に
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（本

誌
二
月
号
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
事
業
と
関
連
記
事
を
掲
載
）

二
月

一
日
、
（土
）
午
前
九
時
、

「耳

の
日
ふ
れ
あ

い
９８
」
キ

ャ
ラ

バ
ン
隊
が
来
町
し
、　
一
の
宮
、
阿

蘇
町
、
小
国
町

へ
も
回
る
出
発
点

と
し
て
、
高
森
駅
か
ら
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま

し
た
。
こ
れ
は
三
月
三
日
の
「耳
の
日
」

を
前
に
し
て
、
手
話
の
普
及
や
聴

覚
障
害
者

に
理
解
を
求
め
よ
う

と
、
県
ろ
う
者
福
祉
協
会
阿
蘇
支

部
が
主
催
し
た
も

の
で
、
本
町
か

ら
も
今
村
町
長
や
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
、
高
森
高
校
、
本
町
の

手
話
愛
好
者
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

皆
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

キ

ャ
ラ
バ
ン
参
加
者
は
ビ
ラ
を

配

り
な

が
ら
交
流

の
大
切
さ
と

「心

の
ふ
れ
あ

い
」
を
強
く
う

っ

た
え
て
い
ま
し
た
。

手
話
教
室
に
つ
い
て
は
高
森
高

校
で
も

一
般
を
対
象
と
し
た
積
極

的
な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
お

り
、
本
年
度
も
開
催
の
予
定
で
す
。

◆
保
険
料
を
納
め
た
い
け
ど
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い

―
そ
ん
な
と
き
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
よ
う
―

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
長
い
年
月
の
間
に
は
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
の
た
め
に
、
国
民
年

金
に
中
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
申
請
の
あ

っ
た
月
の
前
月

か
ら
年
度
末
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
年
間
分

（平
成
十
年
四
月

分
か
ら
平
成
十

一
年
二
月
分
ま
で
）
の
保
険
料
免
除
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
五
月
末
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
実
際
に
納
め
た
場
合
の
三
分
の

一
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
後
に
経
済
的
余
裕
が
で
き
た
時
に
は

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
期
間
分
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
改
定

の
お
知
ら
せ

四
月
か
ら
保
険
料
は
月
々

一
万
三
千
三
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
一

年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
十
五
万
五
千
七
百
五
十
円
と
な
り
、

月
々
納
め
る
場
合
と
比
べ
、
三
千
八
百
五
十
円
の
割
引
き
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

/

ァイ
‐t

(‐:岬
プ

●
ヽ

＝

税0
□
問
い
合
わ
せ

旺

阿
蘇
税
務
署

Ｃｌ

ＴＥＬ

Ｏ

九

六

七

―

叫

三
二
―
〇
五
五

一
Ｓ TAXINFORMAT10N夕

・
　

ノ

●

％

広報
耳の日ふれあい 98

高霧町キヤラバン

手話を学んでみませんか
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若い人も老後のことを考えましょう 国民年ゆだより ● .
◆
年
金
受
給
者
が
死
亡

さ
れ
た
と
き
に
は

年
金
を
受
給
し
て
い
た

方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

戸
籍

に
関
す
る
死
亡
届
と

は
別
に
、
年
金
に
関
す
る
死

亡
届
が
必
要
で
す
。
速
や
か

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当
　
２

′

（内
線
１
３
２
）

０

国保と老人医療は助け含い
家 庭 教 育
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講

　

師

狩

野

俊

猷

氏

（福
岡
県

・
曹
洞
宗
円
通
寺
住
職
）

講

演

の

要

旨

世
の
中
の
た
く
さ
ん
の
誤
解

偏
見

・
矛
盾
を
考
え
る

世
の
中
に
は
、
科
学
的
な
根
拠

が
な
い
も
の
で
も
正
当
化
さ
れ
て

広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
も
の
で
す
。

一
例
と
し
て
、
大
安

・
友
引
に
こ

だ
わ
る
こ
と
や
数
字
の
４
が
死
に

つ
な
が
る
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
る

こ
と
、
血
液
型
や
生
ま
れ
年
に
よ

る
人
格
判
断
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
部
落
差
別
も
同
じ
こ
と
で
、

差
別
さ
れ
る
理
由
が
何
も
な
い
の

に
、
根
も
葉
も
な
い
言
葉
を
信
じ

て
、
人
が
人
を
い
じ
め
て
い
る
こ

と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
人
の
無
責
任
な
口
伝

え
に
よ

っ
て
広
が
り
、
さ
も
そ
れ

が
正
し
い
か
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
こ
と

で
す
。
「そ
の
根
拠
は
？
」
と
聞
い
た
と

し
て
も
、
「誰
も
が
言

っ
て
い
る

か
ら
」
な
ど
何
ら
説
明
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
人
は
誰
も
が
無
責

任
な
言
葉
を
信
じ
て
し
ま
う
心
の

弱
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
間
違

っ

た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
貴
重
な

一
生

涯
を
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
、
み

す
べ
て
の
差
別
を
根
絶
し
、
ま

た
、
新
た
な
差
別
が
う
ま
れ
な
い
よ

う
に
、
私
た
ち
は
真
実
を
見
続
け
る

努
力
を
怠

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
人
の
間
違

っ
た
話
に
惑

わ
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
勇
気
と
自
信
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
努
力
と
研
鑽
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
は
違
っ
て
当
た
り
前

違
う
者
同
士
が
命
を
つ
く
る

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
命
を
授

か
り
ま
し
た
。
長
男

・
長
女
だ
と

か
二
男

・
二
女
だ
と
か
、
生
ま
れ

た
場
所
な
ど
本
人
に
は
何
ら
責
任

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
命
を

そ
れ
ぞ
れ
が
い
た
だ
い
て
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
顔
か
た

ち
、
体
つ
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

見
分
け
が
つ
く
よ
う
に
み
ん
な
違

い
ま
す
。
し
か
し
心
も
身
体
も
何

も
か
も
が
違

っ
て
当
た
り
前
な
の

で
す
。
私
た
ち
は

「人
と
同
じ
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
や

「人
と
違
う
こ
と
を
す
る
と
不
安

に
な
る
心
の
狭
さ
」
か
ら
抜
け
出

し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
人
を
決
め
込

み
自
分
を
決
め
込
む
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
所

ん
な
で
明
る
く
仲
良
く
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。

潜
在
的
な
差
別
の
心
と
は
？

人
間
は
本
当
に
弱

い
も

の
で

す
。
自
分
で
は
そ
れ
が
真
実
か
嘘

か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
う
わ
さ
話

な
ど
人
が
人
を
中
傷
す
る
話
を
信

じ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
分
に
自
信
が
な
い
こ

と
か
ら
自
分
を
優
位
に
立
た
せ
よ

う
と
い
う
心
が
は
た
ら
き
、
人
の

「欠
点
話
し
」
を
信
じ
込
み
た
い
と

い
う
心
理
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
物
事
を
客
観
的
に
も
多
面

的
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
な
の
で
す
。

ま
た
、
差
別
は
い
け
な
い
こ
と

だ
と
解

っ
て
い
る
の
に
、
あ
る
時

突
然
差
別
す
る
心
が
う
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「絶
対
に
正

し
い
」
「絶
対
に
間
違

っ
て
い
る
」

と
自
分
で
は
解

っ
て
い
て
も
、
人

の
間
違

っ
た
強
い
意
見
に
反
対
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
人
間
で

す
し
、
他
と
違

っ
た
こ
と
を
し
て

仲
間
外
れ
さ
れ
る
の
が
恐
い
と
い

う
、
勇
気
が
な
い
の
も
人
間
な
の

で
す
。
行
政
が
仕
組
ん
だ
封
建
時
代
の

差
別
政
策
は
す

っ
か
り
差
別
社
会

を
作

っ
て
し
ま
い
、
未
だ
に
目
覚

め
ず
昔
の
ま
ま
に
人
が
人
を
差
別

し
苦
し
め
て
い
ま
す
。

も
欠
点
も
あ
り
、
欠
点
だ
と
思
え

る
こ
と
も
見
方
を
変
え
る
と
長
所

に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
理
解
し

ま
し
ょ
う
。

人
間
の
命
の
い
と
な
み
は
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
。

「あ
な
た
は
あ
な
た
、
私
は
私
」

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
実
際
に
違

っ
た
者
同
士

が
延
々
と
命
を
つ
な
い
で
こ
の
人

間
社
会
を
創
り
出
し
て
き
た
こ
と

を
し

っ
か
り
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

命
の
大
切
さ
と
人
生
の
素
晴
ら

し
さ
　

み
ん
な

で
大

切
に
し
ま

し
よ
う

今
の
子
ど
も
た
ち
の
ナ
イ
フ
を

使

っ
た
殺
傷
事
件
な
ど
、
命
を
粗

末
に
す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
何
と
も
や
る
せ
な

い
悲
し
い
こ
と
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
の
心
づ
く
り
の
た

め
に
も
私
た
ち
大
人
が
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
も

っ
と
真
剣
に
考
え

実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も

っ
と
も

っ
と
命
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。
お
互
い
に
思
い
や
り

の
心
で
明
る
く
楽
し
い
社
会
を
創

り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
生
き
生
き
と
輝
き
合

お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

切
に
お
願

い
し
ま
す
。

思い込みと思い違いとは?

違いを恐れない大切さとは?

人はどうして差別の心を持つのでしようか。 差別のない明るく楽しい社会を
つくることは誰もが願うこと。 しかしながら部落差別、障害者差別など、あら
ゆる差別は依然としてなくならず、基本的人権が侵害されている多くの事例があ

ることは否めません。 3月 12日 (木 )、 町と教育委員会では「人権啓発講演会」
を開催し、200人を越えるたくさんの人が出席し真剣に考える姿がそこにありま

した。 講師の狩野俊猷氏 (福岡県・曹洞宗円通寺住職)は、「自分の一生涯をもつ
と輝かすために」と題した講演の中で、偏見解消へのこれまでの取り組みを通し

て世の中の矛盾と人の認識の浅さをユーモラスに話され、すべての差別の悲しさ

と無意味さを強くうつたえられました。

●  ●

●  ●

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

ｌｏ

期

間
　
四
月
六
日
～
十
五
日

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

我
が
輩
は
犬
で
あ
る
。
名
を

「徳
蔵
」
と

い
う
。
　

初
め
て
こ

の
名
前
を
聞

い
た
人
間
様
は
ほ
と
ん
ど

「プ

ッ
」
と
笑
う
が
、
自

分
で
は
な
か
な
か
気
に
い
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
年
は
我
が
輩

の
年
で
あ
る
と

い
う
の
に
、
気

に
く
ワ

ン
こ
と
が
二
つ
も
あ
る
。

そ

の

一
つ
は
人
間
様

の
子
ど
も
。
　

人
間

の
年

で
い
う
と
、

と

っ
く

に
二
十
歳
を
す
ぎ
て

い
る
こ
の
我
が
輩
が
、

ロ
ー

プ

で
つ
な
が
れ
た
ま
ま
散
歩

を

し

て

い
る
と

い
う

の
に
、

な
ん
と
、
人
間
様
は
ま
だ
二

～
三
歳

の
子
ど
も

で
も
、　
一

人

で
ピ

ョ
コ
ピ

ョ
コ
道
路
を

歩

い
て
い
る
で
は
な

い
か
。

急

に
飛
び
出
し
た
ら
、
命
が

い
く

つ
あ

っ
て
も
た
り
な

い

ワ
ン
。
と

つ
て
も
あ
ぶ
な

い

ワ
ン
。
　

ち

や
ん
と

ご
主
人

様

は

ロ
ー
プ

で
、

い
や
失

礼
―
　
保
護
者
は
手
を

つ
な

い
で
は
し
い
ワ
ン
。

も
う

一
つ
の
気

に
く

ワ
ン

こ
と
は
、
我
が
輩

の
い
で
た

ち
で
あ
る
。
我
が
輩
、
茶
と
黒
が
入
り
混
じ
っ
た
実
に
見
事
な
毛
並

み
で
あ
る
が
、
ど
う
も
こ
れ
が
夕
方
の
散
歩
時
に
危
な
い
ら
し
い
。

夕
方
と
い
っ
て
も
、
今
の
時
期

（冬
）
は
薄
暗
い
た
め
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は

「聞
夜
の
カ
ラ
ス
」
の
ご
と
く
我
が
輩
が
見
え
な

い
の
で
あ
る
。

ご
主
人
様
は
さ
す
が
心
得
て
い
て
、
自
い
色
の
コ
ー
ト
に
黄
色

の
手
袋
と
、
外
が
暗
く
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。

さ
す
が
人
間
様
、
立
派
で
あ
る
。
し
か
し
で
あ
る
。
　
な
ん
と
、

今
度
は
自
分
だ
け
で
は
安
心
で
き
な
い
の
か
　
我
が
輩
の
首
輪
に

ま
で
、
ラ
イ
ト
が
あ
た
る
と
ピ
カ
ッ
と
光
る
反
射
テ
ー
プ
と
い
う

の
を
貼
り
つ
け
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
じ
ゃ
あ

「闇
夜
に
光
る
ホ
タ

ル
」
で
は
な
く

「闇
夜
に
光
る
ネ
オ
ン
犬
」
で
あ
る
。
か
っ
こ
悪

く
て
し
か
た
な
い
ワ
ン
。

し
か
し
、
人
間
様
の
社
会
で
は
近
頃
夜
間
の
交
通
事
故
が
増
え

て
い
る
と
言
う
し
、
し
か
た
な
い
、
我
が
輩
が
夜
間
の
外
出
の
お

手
本
を
見
せ
て
あ
げ
る
ワ
ン
。

茨
城
県

・
ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
。
危

険
と
安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
人
」
を
育

て
る
具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。
　
本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い

て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
か
ら
交
通
教
育

指
導
員
制
度
を
導
入
し
、
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
月
号
で
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横断中
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交通安全はみんなの役割  忘れてならない 一人ひとりの心がけ

高森町人権啓発講演会

1鯛斑

議

111懸11111:

|ョ
′ ・

交 通 安 全
Traffic safety


